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っ
た
医
師
の
中
村
哲
さ
ん
は
、長
年
、農
業
用
水

路
の
建
設
な
ど
現
地
の
復
興
に
携
わ
っ
て
き
た

▼
武
力
に
よ
る
応
酬
が
今
な
お
絶
え
な
い
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
。一
方
で
気
候
変
動
に
よ
り
干か

ん

魃ば
つ

や
大
規
模
な
洪
水
が
頻
発
し
、主
要
産
業
の
農

業
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。収
入
が

な
く
な
っ
た
人
々
の
中
に
は
人
身
売
買
や
反
政

府
武
装
勢
力
の
戦
闘
員
に
な
っ
て
収
入
を
得
る

人
も
少
な
く
な
い
と
い
う
▼
中
村
さ
ん
は
所
属

す
る
福
岡
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
」の

活
動
報
告
で「
治
安
悪
化
の
著
し
い
地
帯
は
、完

全
に
干
魃
地
図
と
一
致
」す
る
と
し「
一
連
の
動

向
は
世
界
の
終
末
さ
え
連
想
す
る
絶
望
的
な
も

の
」と
伝
え
る
▼
世
界
で
続
く
武
力
の
応
酬
や

憎
し
み
の
連
鎖
、荒
廃
す
る
大
地
。中
村
さ
ん
が

伝
え
続
け
て
き
た
目
を
背
け
て
は
い
け
な
い
現

実
が
世
界
に
多
く
あ
る
こ
と
を
、今
改
め
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
街
の
灯
」「
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
」「
独
裁
者
」

な
ど
の
傑
作
で
喜
劇
王
と
呼
ば
れ
る
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
チ
ャ
プ
リ
ン
。今
年
は
生
誕
１
３
０
年
の
節

目
に
当
た
る
。山
高
帽
を
被
り
、鼻
の
下
の
ち

ょ
び
髭ひ

げ

に
ス
テ
ッ
キ
を
手
に
し
た
扮ふ

ん

装そ
う

で
、鋭

い
社
会
風
刺
を
ユ
ー
モ
ア
に
織
り
交
ぜ
た
コ
メ

デ
ィ
ー
を
多
く
世
に
送
り
出
し
た
彼
が
生
き
た

の
は
戦
争
の
時
代
で
も
あ
る
▼
自
伝
の
中
で
第

一
次
世
界
大
戦
を
振
り
返
り「
近
代
科
学
戦
争

の
発
達
は
、莫
大
な
人
命
を
犠
牲
に
す
る
恐
れ

が
あ
る
か
ら
、き
っ
と
人
類
は
そ
の
よ
う
な
蛮

行
の
停
止
を
要
求
す
る
だ
ろ
う（
略
）し
か
し
、

そ
れ
は
ま
ち
が
っ
て
い
た
」と
語
る
▼
21
世
紀

に
な
っ
て
も
世
界
各
地
で
戦
争
の
火
は
消
え
な

い
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
銃
撃
さ
れ
て
亡
く
な

停
車
場
の
人
ご
み
を
來
て
、

　

な
つ
か
し
さ
。

　
　
　

ひ
そ
か
に

茶
な
ど

み
て　

戾
ら
む

（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」）

釈　

迢
空

「
東
京
す
て
い
し
ょ
ん
」

　

令
和
２
年
４
月
、
国
学
院
大
学
経
済
学
部
は
現

行
の
３
学
科
制
か
ら
経
済
学
科
、
経
営
学
科
の
２

学
科
８
コ
ー
ス
制
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
昭
和
41
年

に
当
時
の
政
経
学
部
か
ら
独
立
す
る
形
で
誕
生
し

て
以
来
、
50
年
を
超
す
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
同
学

部
の
改
組
は
、
平
成
17
年
の
経
営
学
科
開
設
以
来

15
年
ぶ
り
。
時
代
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る
、

よ
り
実
践
的
な
経
済
学
・
経
営
学
を
身
に
つ
け
た

人
材
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
と
な
る
。

　

今
回
の
改
組
で
は
、地
球
環
境
と
開
発
▽
地
域

づ
く
り
と
福
祉
▽
情
報
メ
デ
ィ
ア
―
の
３
コ
ー
ス

で
深
め
て
き
た
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
で

の
学
び
を
経
済
・
経
営
の
両
学
科
に
引
き
継
ぎ
、経

済
理
論
と
デ
ー
タ
分
析
▽
経
済
史
▽
地
域
経
済
▽

日
本
経
済
▽
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
―
の
５
コ
ー
ス
が

経
済
学
科
に
、ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
▽
ビ
ジ
ネ
ス

ク
リ
エ
イ
タ
ー
▽
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ナ
リ
ス
ト
―
の
３

コ
ー
ス
が
経
営
学
科
に
、そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
る
。

　

新
体
制
で
は
、
①
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
②

課
題
解
決
型
授
業
③
実
践
型
授
業
―
の
３
つ
を
重

視
。
さ
ら
に
、
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生
は
卒
業
論

文
が
、
所
属
し
な
い
学
生
も
卒
業
リ
ポ
ー
ト
が
必

修
と
な
り
、
経
済
学
部
で
学
ん
だ
成
果
を
形
と
し

て
残
す
こ
と
に
な
る
。

　

橋
元
秀
一
学
部
長
・
教
授
は
「
情
報
化
や
地
域

経
済
の
諸
問
題
な
ど
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学

科
で
の
学
び
が
普
遍
的
な
課
題
と
な
っ
た
。
新
し

い
時
代
に
は
新
し
い
時
代
を
担
う
若
い
人
た
ち
の

主
体
性
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て
、
新
し
い
時
代
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ

が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
経
済
社
会
全
体
で
組
織

で
き
な
い
で
い
る
。
改
組
に
よ
っ
て
、
新
し
い
時

代
に
力
を
発
揮
す
る
人
材
育
成
の
環
境
を
整
備
し

て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

【
６
・
７
面
に
関
連
記
事
】

令
和「
新
時
代
」の「
新
」経
済
学
部

基
礎
と
実
践
、

そ
し
て
主
体
性
を

　

国
学
院
大
学
と
西
南
学
院
大
学
（
福
岡
市
）
は

研
究
、
教
育
な
ど
で
相
互
に
連
携
・
協
力
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
基
本
協
定
を
締
結
し
た
。

12
月
９
日
に
西
南
学
院
大
で
行
わ
れ
た
調
印
式

で
は
、
針
本
正
行
学
長
と
Ｇ
・
Ｗ
・
バ
ー
ク
レ
ー

学
長
が
協
定
書
に
調
印
し
た
。
針
本
学
長
は
「
両

大
学
は
、
共
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
拠よ

っ
て
立
つ
大
学

で
あ
る
。
そ
の
両
大
学
が
連
携
の
た
め
の
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
知

と
知
の
交
流
に
よ
っ
て
新
し
い
知
が
創
造
さ
れ
る

こ
と
に
期
待
す
る
」
と
挨
拶
し
、
バ
ー
ク
レ
ー
学

長
は
「
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
大
切
な
の
は
人

間
の
心
、
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
（
思
い
や

り
）
で
あ
る
。
両
大
学
は
、
基
盤
と
な
る
宗
教
そ

の
も
の
は
違
う
が
、
学
問
的
に
も
精
神
的
に
も
繫

が
り
が
あ
る
。
双
方
が
刺
激
を
与
え
あ
い
、
新
た

な
価
値
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

西
南
学
院
大
と
本
学
は
、
平
成
25
年
に
両
大
学

の
博
物
館
で
特
別
展
『
日
本
信
仰
の
源
流
と
キ
リ

ス
ト
教
―
受
容
と
展
開
、
そ
し
て
教
育
―
』
を
共

同
開
催
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
博
物
館
の
恒
常

的
な
連
携
を
深
め
る
た
め
、
26
年
７
月
に
、「
西

南
学
院
大
学
博
物
館
と
国
学
院
大
学
博
物
館
と
の

研
究
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
以

来
、
共
同
研
究
計
画
に
基
づ
き
特
別
展
示
、
相
互

貸
借
展
示
、
普
及
イ
ベ
ン
ト
の
立
案
・
実
施
を
通

し
て
、
教
職
員
・
学
生
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
研
究
・
教
育
活
動
の
充
実
を
目
指
し

て
き
た
。

　

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
神
道
と
キ
リ
ス
ト
教

を
建
学
の
精
神
に
据
え
る
両
大
学
は
、
双
方
の
発

展
に
向
け
て
、
具
体
的
な
連
携
・
協
力
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

西
南
学
院
大
学
と
連
携
へ
基
本
協
定
締
結
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神
道
研
究
通
じ
た「
折
口
像
」紹
介

公
開
学
術
講
演
会
で
阪
本
是
丸
教
授

「2020」テーマに水曜講座
日本とウガンダの未来考える

コメ作りWS 彬子女王殿下
学生らと新米の食事会

　彬子女王殿下（本学特別招聘教授）が総裁
を務められる一般社団法人心游舎と本学の 
共催による「新潟コメ作りワークショップ」
の食事会が12月10日、渋谷キャンパスで行
われた。
　同ワークショップは今年で４回目となり、
新潟市北区の田んぼで、田植え、草取り、稲
刈りを行ってきた。食事会には、彬子女王殿下
が出席され、佐栁正三理事長以下役教職員や
田植えや稲刈りに参加した学生約15人と、
収穫した新米を召し上がられた。
　彬子女王殿下は「４年目のワークショップ
が無事に終えることができ感謝しています。
ワークショップを通じて、コメ作りだけでな
く日本の伝統文化を考える機会になればうれ
しく思います」とお言葉を述べられた。

井上名誉教授
米国芸術科学アカデミー入会式に出席

　米国芸術科学アカデミーの入会式が10月
12日、マサチューセッツ州ケンブリッジで
行われ、国内の宗教学者として初めて外国人
名誉会員に選ばれた本学の井上順孝名誉教授
（宗教社会学）らが出席した。
　米国芸術科学アカデミーは、1780年に創
設された米国最古の学術組織で、それぞれの
時代に多大な影響を持つ人々が会員に選出さ
れてきた。米国初代大統領のジョージ・ワシ
ントンや物理学者のアルバート・アインシ
ュタインのほか、日本人で初めてノーベル
賞を受賞した物理学者の湯川秀樹をはじめ各
国の政治家、科学者、思想家らが名を連ねて
いる。井上名誉教授は、今年４月に「人文科
学・芸術」部門の新会員として選出されてい
た。

訃報 中野名誉教授
　中野達名誉教授が11月３日に逝去。88歳。
葬儀は、近親者により執り行われた。
　中野氏は昭和６年生まれ。昭和31年東京
教育大学文学部卒業、33年同大学院文学研
究科修了。31年国学院大学文学部助手、33
年専任講師、39年助教授、49年教授。平成
13年定年退職、名誉教授。
　専門は中国語学。著書に『中国語総合教本
―基礎から発展まで』（東方書店）、『カラー
音節表による中国語発音のすべて』（駿河台
出版社）などがある。

教職員人事
採用
◎ 大学事務局◇嘱託▽杜育銘（国際交流事務
部国際交流課）
 以上、令和元年12月１日付

　

国
学
院
大
学
研
究
開
発
推
進
機
構
の
公

開
学
術
講
演
会
（
武
田
秀
章
機
構
長
）
が

11
月
16
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
常
磐
松
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
阪
本
是
丸
研
究
開
発

推
進
セ
ン
タ
ー
長
・
神
道
文
化
学
部
教
授

が
「
折
口
信
夫
と
神
道
・
国
学
―
『
異
訳

国
学
ひ
と
り
案
内
』
か
ら
『
神
や
ぶ
れ
た

ま
ふ
』
ま
で
―
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

当
日
の
会
場
に
は
、
２
２
０
人
を
超
え
る

聴
衆
が
詰
め
か
け
た
。

　

講
演
で
阪
本
教
授
は
、
折
口
信
夫
の
神

道
、
国
学
論
を
考
え
る
に
あ
た
り
、「
国

学
院
大
学
、
神
社
界
と
の
関
わ
り
や
、
時

代
背
景
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
当
時
の

神
道
・
国
学
的
な
考
え
方
、
新
国
学
も
含

め
て
、
国
学
と
は
何
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
」
と
指
摘
。
神
社
界
に
深
く
関
係
す

る
国
学
院
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
折
口

が
、
神
の
観
念
や
天
皇
に
つ
い
て
、
当

時
、
山
本
信
哉
、
植
木
直
一
郎
ら
も
真
剣

に
議
論
し
執
筆
を
進
め
る
中
で
、
真
剣
に

考
え
検
討
し
た
足
跡
や
、
神
社
界
、
本
学

に
関
わ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
紹

介
し
た
。

　

ま
た
、
折
口
の
各
種
年
譜
な
ど
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
昭
和
８
年
の
「
十
人
組
徒
党

事
件
」
に
も
言
及
し
、
皇
典
講
究
所
を
経

営
母
体
と
す
る
国
学
院
大
学
の
特
殊
性

や
、
大
学
に
お
け
る
軍
事
教
練
、
配
属
将

校
の
問
題
な
ど
も
含
め
て
、
資
料
に
基
づ

く
地
道
な
検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
指

摘
。
さ
ら
に
は
、
折
口
の
短
歌
と
学
問
研

究
と
の
関
係
性
な
ど
に
も
言
及
し
た
上

で
、
折
口
の
明
治
天
皇
に
対
す
る
思
い
と

神
武
創
業
へ
の
思
い
を
指
摘
し
、「
先
生

は
橿
原
の
御
代
に
な
る
前
ま
で
の
道
を
突

き
と
め
た
か
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
折
口
と
当
時
の
国
学
、
国
文

学
と
民
俗
学
、
そ
し
て
教

き
ょ
う
べ
ん

を
執
っ
た
国

学
院
大
、
慶
応
義
塾
大
と
の
関
係
性
な
ど

を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、「
新
た
な

折
口
信
夫
像
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
し
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
に
向
け
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
・
世
界

を
考
え
る
」
を
主
題
と
し
た
令
和
元

年
度
の
国
学
院
大
学
水
曜
講
座
が
11

月
20
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。

　

講
座
の
副
題
は「
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
も
た
ら
す
日
本
と
ウ
ガ
ン
ダ
共

和
国
の
未
来
」。基
調
講
演
で
内
閣
官

房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
推
進
本
部
事
務
局
の
勝
野
美

江
企
画
・
推
進
統
括
官
が「
一
人
一
人

が
大
会
に
関
わ
る
こ
と
が
大
事
。ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
の
中
高
生
に
よ
る
応
援

も
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、大
学
生
も

負
け
ず
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
訴

え
た
後
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
の
討
論
に
移
っ
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
共
和

国
の
ベ
テ
ィ
・
グ
レ
ー
ス
・
ア
ケ
チ

・
オ
ク
ロ
特
命
全
権
大
使
▽
同
国
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
る
長
野
県
立
科

町
の
両
角
正
芳
町
長
▽
勝
野
統
括
官

▽
本
学
の
針
本
正
行
学
長
―
の
４
人

で
、
本
学
陸
上
競
技
部
出
身
で
同
国

産
綿
花
を
使
用
し
た
タ
オ
ル
作
り
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
相
互
の
関
係
を

取
り
持
っ
た
株
式
会
社
ス
マ
イ
リ
ー

ア
ー
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
奥
龍
将

さ
ん
（
平
23
卒
・
119
期
日
文
）
が
進

行
役
を
務
め
た
。

　

両
角
町
長
は
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
中
長
距
離
選
手
の
活
躍
を

後
押
し
し
、
町
を
準
高
地
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
聖
地
に
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
ア
ケ

チ
・
オ
ク
ロ
大
使
は
「
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
や
国
学
院
大
学
と

ウ
ガ
ン
ダ
を
つ
な
い
で
く
れ

た
奥
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

２
０
２
０
年
の
大
会
で
は
ウ

ガ
ン
ダ
選
手
が
活
躍
す
る
の

で
、
国
学
院
大
学
の
学
生
さ

ん
も
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と

強
調
。
最
後
に
針
本
学
長
が

「
ウ
ガ
ン
ダ
や
立
科
町
と
の

つ
な
が
り
が
形
式
的
な
も
の

で
は
な
く
、
深
い
交
流
と
な

る
よ
う
学
生
も
考
え
て
も
ら

い
た
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

ウ
ガ
ン
ダ
、立
科
町
、本
学
を

つ
な
い
だ
奥
龍
将
さ
ん

（
右
か
ら
）針
本
正
行
学
長
、両
角
正
芳
町
長
、ア
ケ
チ
・
オ
ク
ロ
特
命
全
権
大
使
と

勝
野
美
江
企
画
・
推
進
統
括
官（
左
端
）
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国
学
院
大
学
の
令
和
２
年
度
派

遣
研
究
員
「
研
究
課
題
」
研
修

先
、
派
遣
期
間
が
次
の
通
り
決
定

し
た
。

【
国
内
派
遣
研
究
員
】

◇ 

文
学
部
…
金
杉
武
司
教
授
「
ク

オ
リ
ア
の
反
自
然
主
義
的
な
存

在
論
的
理
論
と
し
て
の
素
朴
実

在
論
の
擁
護
」
国
学
院
大
学
図

書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
東

京
大
学
付
属
駒
場
図
書
館
、
10

月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

▽
土
佐
秀
里
教
授
「
万
葉
集
の

文
字
表
現
と
語
彙
の
研
究
」
国

学
院
大
学
図
書
館
、
国
文
学
研

究
資
料
館
な
ど
、
４
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日
▽
ス
コ
ッ

ト
・
ス
ピ
ア
ー
ズ
准
教
授
「
鎌

倉
・
南
北
朝
期
の
歌
壇
研
究
お

よ
び
歌
書
伝
搬
に
関
す
る
調
査

・
研
究
」
国
学
院
大
学
図
書

館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
４

月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

▽
長
谷
川
清
貴
准
教
授
「
先
秦

〜
漢
代
に
お
け
る
諸
子
思
想
史

の
研
究
」
国
立
国
会
図
書
館
、

国
立
公
文
書
館
、
東
京
大
学
東

洋
文
化
研
究
所
、
二
松
学
舎
大

学
付
属
図
書
館
、
国
学
院
大
学

図
書
館
な
ど
、
４
月
１
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日

◇ 

経
済
学
部
…
小
木
曽
道
夫
教
授

「
育
児
と
介
護
を
阻
害
す
る
自

明
性
の
研
究
」
国
学
院
大
学
図

書
館
、
０
８
１
４
研
究
室
、
４

月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

▽
金
子
良
太
教
授
「
公
会
計
の

実
践
的
研
究
（
公
益
法
人
に
お

け
る
簿
記
会
計
の
研
究
・
社
会

福
祉
法
人
会
計
の
再
構
築
・
地

方
自
治
体
に
お
け
る
包
括
外
部

監
査
の
実
践
）
」
１
０
０
４
研

究
室
、
４
月
１
日
〜
令
和
３
年

３
月
31
日
▽
藤
山
圭
准
教
授

「
大
規
模
技
術
シ
ス
テ
ム
の
技

術
革
新
史
」
国
学
院
大
学
図
書

館
、
０
９
１
３
研
究
室
、
４
月

１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

◇ 

神
道
文
化
学
部
…
藤
本
頼
生
准

教
授
「
現
代
社
会
に
お
け
る
神

社
の
公
共
性
・
公
益
性
お
よ
び

社
会
貢
献
活
動
に
関
す
る
宗
教

社
会
学
的
研
究
」
京
都
大
学
こ

こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
、

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学

府
、
神
宮
文
庫
、
皇
学
館
大
学

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
国

立
国
会
図
書
館
な
ど
、
４
月
１

日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

◇ 

教
育
開
発
推
進
機
構
…
戸
村
理

准
教
授
「
近
現
代
日
米
私
立
高

等
教
育
機
関
に
お
け
る
教
員
管

理
職
の
基
礎
的
研
究
―
教
学
と

経
営
の
関
係
性
に
着
目
し
て

―
」
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学

研
究
科
、
同
志
社
大
学
社
会
学

部
、
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
お
よ
び
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
セ
ン
タ

ー
（
米
国
）、
４
月
１
日
〜
令

和
３
年
３
月
31
日

【
国
外
派
遣
研
究
員
】

◇ 

文
学
部
…
金
杉
武
司
教
授
「
ク

オ
リ
ア
の
反
自
然
主
義
的
な
存

在
論
的
理
論
と
し
て
の
素
朴
実

在
論
の
擁
護
」
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
学
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）、
４

月
１
日
〜
９
月
30
日
▽
樋
口
秀

実
教
授
「『
大
東
亜
共
栄
圏
』

下
に
お
け
る
戦
後
国
際
秩
序
の

萌
芽
に
つ
い
て
―
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
末
期
に
お
け
る
日
中

緬
関
係
に
注
目
し
て
―
」
雲
南

大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
（
中

国
）、
10
月
１
日
〜
令
和
３
年

９
月
30
日

◇ 

法
学
部
…
安
田
恵
美
准
教
授

「
拘
禁
の
継
続
に
不
可
避
な

『
自
由
の
制
限
』
と
内
部
規

則
に
よ
る
『
自
由
の
制
限
』
の

関
係
に
関
す
る
日
仏
比
較
法
研

究
」
ラ
ン
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ

ュ
・
ア
ル
デ
ン
ヌ
大
学
（
仏

国
）、
10
月
１
日
〜
令
和
３
年

９
月
30
日

国
内
外
派
遣
研
究
員
決
ま
る

　

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
さ
ん
を

講
師
に
招
い
た
令
和
元
年
度
の
文
化

講
演
会
が
11
月
16
日
、
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
演
題
は
「
Ａ

Ｉ
時
代
を
生
き
抜
く
脳
ト
レ
」
で
、

詰
め
掛
け
た
１
７
０
人
を
超
す
受
講

者
は
既
に
生
活
の
一
部
に
取
り
込
ま

れ
て
い
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
上

手
に
つ
き
あ
う
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

　

講
演
の
冒
頭
、茂
木
さ
ん
は「
大
学

の
授
業
で
慣
れ
て
い
る
か
ら
」と
黒

板
の
使
用
を
要
望
。思
い
つ
く
ま
ま

重
要
な
単
語
や
数
式
を
書
き
連
ね
、

果
て
は「
今
後
は
成
長
さ
せ
た
い
分

野
」と
し
な
が
ら
猫
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
く
な
ど
熱
の
こ
も
っ
た
講
義
を
展

開
し
、受
講
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

本
題
で
は
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組

を
例
に
挙
げ
、「
Ａ
Ｉ
は
正
解
が
あ

る
問
題
を
得
意
と
す
る
の
で
、
ク
イ

ズ
番
組
で
活
躍
す
る
よ
う
な
人
は
い

ら
な
く
な
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、
本
学
の
男
子
学
生
を
相
手
に

「
Ａ
Ｉ
が
選
ん
だ
女
の
子
と
付
き
合

う
か
？
」
な
ど
分
か
り
や
す
い
テ
ー

マ
を
振
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
と
人
間
の

脳
と
の
違
い
を
紹
介
。「
Ａ
Ｉ
は
何

度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
で

学
習
を
す
る
が
、
人
間
は
一
度
の
失

恋
で
も
学
ぶ
こ
と
は
多
い
」「
Ａ
Ｉ

は
劣
等
感
を
持
た
な
い
が
、
人
間
は

劣
等
感
が
邪
魔
を
す
る
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
人
間
の
個
性

に
つ
な
が
る
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
本
学
の
陸
上
競
技
部
が

出
雲
駅
伝
で
初
優
勝
し
た
こ
と
を
取

り
上
げ
て
、「
お
隣
の
青
山
学
院
大

学
ば
か
り
が
強
い
わ
け
で
は
な
い
。

東
洋
大
学
も
い
れ
ば
国
学
院
大
学
だ

っ
て
強
い
。
正
月
の
箱
根
駅
伝
は
面

白
く
な
り
そ
う
」
と
し
、
予
測
の
つ

か
な
い
状
況
で
の
頭
の
使
い
方
へ
の

気
づ
き
を
与
え
た
。

　

結
論
と
し
て
茂
木
さ
ん
は
「
前
頭

前
野
を
使
う
こ
と
を
心
掛
け
る
こ
と

が
必
要
。
正
解
の
あ
る
こ
と
は
Ａ
Ｉ

に
任
せ
、（
前
頭
前
野
が
つ
か
さ
ど

る
）
意
志
決
定
や
判
断
が
求
め
ら
れ

る
正
解
の
な
い
問
題
や
前
例
の
な
い

事
例
に
向
き
合
わ
な
い
と
Ａ
Ｉ
時
代

を
生
き
抜
く
こ
と
は
難
し
い
」
と
し

た
。

「
Ａ
Ｉ
と
脳
」テ
ー
マ
に

文
化
講
演
会

茂
木
さ
ん「
前
頭
前
野
を
使
お
う
」

石川副学長ら
イタリア・カターニア大学を訪問

　石川則夫副学長（文学部長・教授）と中村
正明文学部准教授は10月30日、イタリアの
国立カターニア大学を訪問。同大のカターニ
ア本校とラグーザ市のラグーザ校で石川副学
長が川端康成の『伊豆の踊子』について、中
村准教授が黄表紙研究についてそれぞれ講演
した。
　カターニア大学は、シチリア島東部のカタ
ーニア県にあり、1434年に設立されたイタ
リアで最も歴史のある国立総合大学。学生数
は約４万5000人で、17学科24研究所などを
擁している。

最新の著作権制度を学ぶ
FD講演会を開催

　教育開発推進機構主催のＦＤ講演会が11
月20日、渋谷キャンパスで行われた。一部
の規定を除いて今年１月に施行された改正著
作権法について、神奈川大学の中村壽宏教授
が「著作権法改正が大学教育に与える影響」
と題して講演。出席した専任教職員は、学術
情報の蓄積・公開から教員の教材作成、研究
論文執筆など、日々の研究教育活動に密接に
かかわる著作権制度に関する留意点や新たな
情報に熱心に耳を傾け、理解を深めた。

三味線でケルト叙事詩をうたう

　文学部外国語文化学科の「多言語・多文化
の交流と共生」プロジェクトの一環として、
「ライヴ&トーク 三味線で唄うケルト叙事
詩『木の戦い』」が11月21日、渋谷キャンパ
ス常磐松ホールで開催された。
　複数の文化や言語が交わる現場に着目する
同プロジェクトは、７回目の開催。今回は、
６世紀のウェールズで活躍した伝説の吟遊詩
人タリエシンの作とされる叙事詩「木の戦
い」の訳詞に長唄三味線で作曲をした杵屋浅
吉さんが登壇した。
　浅吉さんは、江戸時代から続く伝統音楽の
長唄を歌舞伎の代表作「勧進帳」などの演奏を
通じて紹介。続いて「（三味線で）ケルト音楽の
真似は可能だが、日本人が日本の音楽で作る
とどうなるかをテーマに、長唄にある手法を
なるべく取り入れた」と作曲の苦労を振り返
り、古代ケルトの物語に描かれた木々の戦い
の世界を緩急自在の撥

ばち

さばきで披露した。
　立教大学の横山安由美教授と、椙山女学園
大学の伊藤信博教授を交えたシンポジウムで
は、世界各地に古くから伝わる植物が描かれ
た物語の世界を時代や言語、文化の枠を越え
て語り合った。



4令和元年12月 20日㈮　No. 685 大 学 院

研究科 入試区分 専　攻 募集人員 願書受付期間 試験日合否発送 手続期間

文　

学

前　

期

一　般
神道学・宗教学 ７名

令和２年
１月10日㈮
～17日㈮

【試験日】
２月13日㈭
【合否発送】
２月17日㈪

２月25日㈫
～３月 ３日㈫

文　学 ９名
史　学 ９名

外国人
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

学内成績選考
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

学外成績選考 文　学 若干名

社会人
神道学・宗教学 若干名

【試験日】
２月19日㈬
【合否発送】
２月22日㈯

文　学 若干名
史　学 若干名

後　

期

一　般
神道学・宗教学 ３名
文　学 ８名
史　学 ８名

外国人
神道学・宗教学 若干名
文　学 若干名
史　学 若干名

研究科 入試区分 専　攻 募集人員 願書受付期間 試験日合否発送 手続期間

文　

学

後　

期
社会人

神道学・宗教学 若干名 令和２年
１月10日㈮
～17日㈮

【試験日】
２月19日㈬
【合否発送】
２月22日㈯

２月25日㈫
～３月 ３日㈫

文　学 若干名
史　学 若干名

法　

学

前　

期

一　般

法律学

５名

令和２年
１月17日㈮
～24日㈮

【試験日】
２月15日㈯
【合否発送】
２月22日㈯

外国人 若干名
学内論文選考 若干名
学内成績選考 若干名
社会人 若干名

後
期

一　般 ５名
外国人 若干名

経
済
学

前　

期

一　般

経済学

５名
外国人 若干名
学内推薦 若干名
社会人 若干名

後　

期

一　般 ５名
外国人 若干名
社会人 若干名

大学院 令和２年度春季入試日程

司
会　

公
務
員
養
成
コ
ー
ス
の
狙

い
と
特
色
は

高
橋
教
授
（
以
下
、
高
橋
）　

公

務
員
を
志
望
す
る
学
生
の
中
に

は
、
留
年
し
な
が
ら
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
や
卒
業
し
て
再
挑
戦
す

る
人
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
孤
軍

奮
闘
し
て
い
る
学
生
を
支
援
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
公
務
員
予
備
校
と
差
別

化
を
図
る
、
大
学
院
な
ら
で
は
の

科
目
が
「
公
共
政
策
演
習
」
で

す
。
地
方
自
治
体
の
現
役
公
務
員

や
公
務
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
講
師
と

な
っ
て
も
ら
い
、
自
治
体
が
抱
え

る
政
策
問
題
を
材
料
に
解
決
策
を

検
討
し
ま
す
。
単
な
る
受
験
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
偏
る
こ
と
な
く
、
試
験

問
題
の
背
景
に
あ
る
理
論
や
判
例

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
で
、
公
務

員
と
し
て
働
き
始
め
た
後
に
必
要

と
な
る
問
題
解
決
能
力
も
鍛
え
ら

れ
ま
す
。

大
学
院
生
に
よ
る

条
例
案
策
定
に
期
待

司
会　

地
方
自
治
体
に
と
っ
て
人

材
育
成
と
い
う
意
義
も
あ
る

木
下
部
長
（
以
下
、
木
下
）　

情

報
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
世
の
中

の
流
れ
は
ず
い
ぶ
ん
と
早
く
な
り

ま
し
た
。
実
際
の
昇
任
ス
ピ
ー
ド

も
早
ま
っ
て
い
て
、
早
期
か
ら
責

務
も
能
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
採

用
す
る
側
か
ら
す
る
と
、
ど
う
し

て
も
即
戦
力
を
期
待
し
て

し
ま
い
ま
す
。
大
学
や
大

学
院
で
の
教
育
に
は
、
よ

り
実
戦
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

高
橋　

公
務
員
を
目
指
す

の
は
法
学
部
の
学
生
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他

学
部
生
は
一
般
教
養
の
レ

ベ
ル
は
非
常
に
高
く
、
専

門
知
識
も
豊
富
な
の
で
す

が
、
法
律
の
素
養
が
足
り

な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
学
生

を
公
務
員
養
成
コ
ー
ス
で

受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。

司
会　

現
役
公
務
員
と
し
て
指
導

の
際
に
注
力
す
る
こ
と
は

木
下　

具
体
的
な
事
案
に
法
律
を

ど
の
よ
う
に
当
て
は
め
、
課
題
を

解
決
す
る
か
と
い
う
点
で
す
。
私

が
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
事
案

を
基
に
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら

取
り
組
む
こ
と
で
比
較
的
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
解
決
で
き
た
か
と
い
う

こ
と
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
大
学
院

の
学
生
に
と
っ
て
何
ら
か
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

司
会　

地
方
自
治
体
が
地
元
の
高

等
教
育
機
関
へ
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
の
意
義
と
は

木
下　

地
域
課
題
の
解
決
に
は
、

「
地
域
の
力
」
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
地
元
の
高
等
教

育
機
関
の
協
力
も
必
要
で

す
。
今
回
の
協
力
関
係
で

は
一
つ
の
最
終
形
と
し

て
、
大
学
院
の
学
生
に
渋

谷
区
の
条
例
案
を
つ
く
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
学
院
大
学
大
学
院
に
は
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
（
学
び
直
し
）
を

さ
ら
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
任
用
後
、
数
年
た
っ
た

現
役
職
員
が
大
学
院
へ
通
っ
て
腕

を
磨
く
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。
地

元
だ
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
を
さ
ら
に

生
き
生
き
と

司
会　

優
秀
な
公
務
員
を
養
成
す

る
た
め
の
展
望
は

高
橋　
「
大
学
院
は
社
会
か
ら
遊

離
し
て
い
る
」「
社
会
に
役
に
立
っ

て
い
な
い
」と
い
っ
た
批
判
の
声

が
今
、と
て
も
多
い
で
す
。「
社
会

の
需
要
に
応
え
た
大
学
院
教
育
を

提
供
し
て
い
る
」と
認
め
て
も
ら

え
る
よ
う
導
き
た
い
で
す
。

木
下　

自
治
体
と
大
学
、
大
学
院

が
協
働
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
ま
す
。
学
問
と
実
践
が
両

輪
と
な
っ
て
進
ん
で
い
け
れ
ば
、

地
域
が
さ
ら
に
生
き
生
き
と
し
て

く
る
は
ず
で
す
。

令
和
２
年
度
春
季
入
試
は
来
年
１
月
出
願
受
付
開
始

　

国
学
院
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
お
よ
び
同
後
期
課

程
で
は
、
下
表
の
日
程
で
令
和
２
年
度
の
春
季
入
試
を
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
「
学
生
募
集
要
項
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

大
学
院
事
務
課（
☎
０
３
・
5
4
6
6
・
0
1
4
2
）

学問と実践の両輪で
新しい学びを

大学院法学研究科

令和２年４月、「公務員養成コース」を新設
　本学大学院は令和２年４月、公務員を志望する学生の夢の実現を後
押しする「公務員養成コース」を法学研究科に新設する。目指すの
は、公務員試験の合格とともに、任用後も学術的基礎に基づいた活躍
ができる人材の養成。地方自治体の現役公務員ら実務家教員が担当す
る科目「公共政策演習」を導入することにより、「実務に生かせる深
い学び」を提供する。法学研究科幹事の高橋信行教授（行政法実践研
究）と、講師を務める東京都渋谷区教育委員会生涯学習・スポーツ振
興部の木下毅彦部長に、地域を支えるカギとなる公務員の養成にかけ
る思いを聞いた。

インタビューの詳細は、本学ホームページ内「国学院大学メディア」に掲載。 法学研究科幹事の高橋信行法学部教授（右）と法学研究科幹事の高橋信行法学部教授（右）と
東京都渋谷区教育委員会生涯学習・スポーツ振興部の木下毅彦部長東京都渋谷区教育委員会生涯学習・スポーツ振興部の木下毅彦部長
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第

回
22

ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
『
冒
険
』

『
回
想
』『
帰
還
』（
岩
波
文
庫
）
の
翻

訳
を
刊
行
し
た
。
こ
の
菊
池
訳
は
、
戦

後
も
息
長
く
読
み
続
け
ら
れ
た
。
39

（
１
９
６
４
）
年
に
は
、
Ｗ
・
ス
コ
ッ

ト
の
『
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
ー
』
の
翻
訳
の

上
巻
を
上
梓
し
た
が
、
下
巻
は
未
刊
の

ま
ま
47
（
１
９
７
２
）
年
に
亡
く
な

る
。
そ
の
翻
訳
原
稿
は
後
輩
で
東
大
退

官
後
、
菊
池
が
本
学
に
迎
え
た
高
見
穎

治
に
よ
り
整
理
さ
れ
、
49
（
１
９
７

４
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

　

図
書
館
事
務
課
主
幹

古
山
悟
由

外
国
語
研
究
室
の
盟
主

英
文
学
者
・
菊
池
武
一

菊
池
が
翻
訳
し
た

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」三
部
作

　

菊
池
武た

け

一か
ず

は
明
治
29
（
1
8
9
6
）

年
、
香
川
県
高
松
で
生
ま
れ
た
。
大

正
10
（
1
9
2
1
）
年
、
東
京
帝
国

大
学
文
学
部
英
吉
利
文
学
科
卒
業
。

卒
業
後
、
国
際
連
盟
事
務
局
、
府

立
第
一
商
業
学
校
を
経
て
、
昭
和
２

（
1
9
2
7
）
年
、
日
本
女
子
大
学
校

教
授
。
３
年
、
国
学
院
大
学
予
科
講

師
。
戦
後
、
東
大
の
後
輩
・
中
野
好
夫

の
紹
介
で
小
津
次
郎
を
本
学
に
招
く
。

小
津
の
人
脈
等
を
得
て
、
専
任
・
非
専

任
を
問
わ
ず
、
東
大
出
の
俊
英
を
語
学

教
師
と
し
て
招
い
た
。
27
（
１
９
５

２
）
年
に
講
師
と
な
っ
た
丸
谷
才
一
は

後
年
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
当
時
こ
の

大
学
の
こ
の
研
究
室
に
は
、
英
独
仏

と
か
専
任
の
教
員
と
時
間
講
師

と
か
の
区
別
な
し
で
、
思
ひ
つ

く
ま
ま
に
記
せ
ば
、
た
と
へ
ば

安
東
次
男
さ
ん
が
ゐ
た
。
故
橋

本
一
明
が
ゐ
た
。
中
野
孝
次
が

ゐ
た
。
篠
田
一
士
が
ゐ
た
。
永

川
玲
二
が
ゐ
た
。
高
松
雄
一
が

ゐ
た
。
川
村
二
郎
が
ゐ
た
。
高

本
研
一
が
ゐ
た
。
竹
内
芳
郎
が

ゐ
た
。
菅
野
昭
正
が
ゐ
た
。
清

水
徹
が
ゐ
た
。
飯
島
耕
一
が
ゐ

た
。
三
輪
秀
彦
が
ゐ
た
。
清
岡
卓
行
が

ゐ
た
。
渡
辺
一
民
が
ゐ
た
。
東
野
芳
明

が
ゐ
た
。
こ
ん
な
顔
ぶ
れ
の
研
究
室
を

維
持
し
て
ゆ
け
る
主
任
教
授
と
し
て

は
、
菊
池
さ
ん
以
外
の
人
は
思
ひ
浮
か

ば
な
い
」「
わ
れ
わ
れ
は
み
な
菊
池
さ

ん
の
、
知
的
で
寛
容
で
勿
体
ぶ
ら
な
い

人
柄
に
心
服
し
て
ゐ
た
。
あ
る
い
は
、

菊
池
さ
ん
に
甘
え
て
ゐ
た
」（『
低
空
飛

行
』
）

　

菊
池
は
日
本
女
子
大
学
校
で
は
「
英

文
学
史
」
を
講
じ
、
演
習
で
「
シ
ェ
ー

ク
ス
ピ
ア
」
を
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、

11
（
１
９
３
６
）
年
か
ら
13
（
１
９
３

８
）
年
に
か
け
て
、
岩
波
書
店
か
ら
シ

『國學院雑誌』特集号を刊行
　学術雑誌『國學院雑誌』の特集号「御代替
わりの歴史と伝統」が11月15日に刊行され
た。今回は、御代替わりに関する古代から現
代までの幅広い論考を収録している。論文の
執筆陣は、岡田莊司名誉教授をはじめ学内外
の研究者17人。
　配布は渋谷キャンパス若木タワー11階の
文学部資料室で行う。対象は文学部、神道文
化学部、大学院文学研究科、専攻科、別科
生。上記以外には１冊1100円で販売する。
問い合わせは、文学部資料室（☎03・5466
・4813）まで。
　『國學院雑誌』は、明治27年に創刊され
た国内で有数の歴史を誇る月刊学術雑誌。本
学の教員をはじめとする執筆者が、各分野の
研究論文などを掲載する。

22
回
目
を
迎
え
た
大
蔵
流
山
本
東

次
郎
家
に
よ
る
狂
言
鑑
賞
会「
狂
言

の
会
」が
11
月
20
、21
の
両
日
、た
ま

プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

２
日
間
で
６
番
組（
演
目
）が
上
演
さ

れ
た
。訪
れ
た
人
た
ち
は
、ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
財「
能
楽
」の
一
部
で
あ
る

狂
言
の
魅
力
を
堪
能
し
た
。

　

今
年
は
往
復
は
が
き
だ
け
で
な

く
、
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
参
加
希
望
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
た
。
山
本
東
次

郎
さ
ん
（
昭
36
卒
・
69
期
文
）
に
よ

る
丁
寧
な
解
説
が
好
評
を
得
て
お

り
、
２
日
間
で
計
８
０
０
人
の
抽
選

枠
に
１
２
０
０
通
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

開
演
に
先
立
ち
、
初
日
は
文
教
大

学
の
田
口
和
夫
名
誉
教
授
が
「
狂
言

の
昔
と
今　

そ
の
二
十
一
」
と
題
し

て
、
狂
言
の
２
流
派
で
あ
る
大
蔵
流

と
和
泉
流
の
せ
り
ふ
に
よ
る
表
現
の

違
い
や
演
出
方
法
に
着
目
し
な
が

ら
、
６
番
組
の
あ
ら
す
じ
や
見
ど
こ

ろ
を
紹
介
。「
末す

え

広ひ
ろ
が
り」「
膏こ

う

薬や
く

煉ね
り

」

「
伊い

文も

字じ

」
の
３
番
組
を
上
演
後
、

東
次
郎
さ
ん
が
舞
台
に
登
場
し
、

「
こ
こ
（
本
学
）
は
ホ
ー
ム
だ
と
感

じ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
末
広
を

引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、「
人
間

の
愚
か
し
い
心
が
起
こ
す
事
件
を
、

事
件
に
な
る
前
の
、
芽
の
状
態
で
描

き
た
い
。
見
た
人
が
ほ
っ
こ
り
す
る

よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
」
と
解

説
し
た
。
続
け
て
、
小
舞
「
貝か

い

尽づ
く

し
」
を
披
露
。
毎
年
変
わ
る
６
番
組

の
構
成
に
つ
い
て
は
、「
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
楽
し
み
な
が
ら
選
ば
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
明
か
し
た
。

　

２
日
目
は
「
察さ

っ

化か

」「
伯お

母ば

が

酒さ
け

」「
悪あ

く

太た

郎ろ
う

」
を
上
演
。
一
般
の

鑑
賞
者
の
ほ
か
に
、
特
別
枠
で
地
元

小
学
校
の
６
年
生
約
３
５
０
人
が
招

待
さ
れ
、
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
古
典
芸
能
の
舞
台
に
見
入
っ
て

い
た
。

　

地
元
で
配
布
さ
れ
る
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
で
狂
言
の
会
を
知
っ
た
と
い
う

初
参
加
の
60
代
女
性
は
「
東
次
郎
さ

ん
が
説
明
を
尽
く
し
て
く
れ
て
、
人

間
国
宝
で
あ
り
な
が
ら
、
壁
を
作
ら

な
い
親
切
な
人
柄
が
分
か
り
、
感
動

し
た
」
と
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ
様
子
で

振
り
返
っ
た
。

東
次
郎
さ
ん

「
こ
こ
は
ホ
ー
ム
」

「
狂
言
の
会
」６
番
組
を
上
演

人間開発学会
次の10年へ人間開発学を再検討

　人間開発学部の教員、学生らによって構成
される学術活動および学生の修学・活動支援
を行う「国学院大学人間開発学会」は11月９
日、年に１度の大会をたまプラーザキャンパ
スで行った。冒頭、成田信子会長（副学長、人間
開発学部長・教授）が「昨年10周年を迎えた。
今回のシンポジウムのテーマは11年目にふ
さわしく、次の10年のスタートになる。議論
を深めていきたい」と挨拶した。
　第１部のシンポジウムは、「『人間開発』の
再検討―その原点と将来を見据えて―」をテ
ーマに、人間開発学部の３学科から渡邉雅俊
教授（初等教育学科）、林貢一郎教授（健康
体育学科）、山瀬範子准教授（子ども支援学
科）が報告に立ち、今年度のＦＤ活動の内容
を紹介した。
　続いて、藤田大誠人間開発学部副学部長・
教授の司会のもと討議が行われ、会場に集ま
った教員からの発言などを交え活発な議論が
交わされた。
　第２部では平成30年度の学部共同研究成
果報告が、第３部では平成30年度国学院大
学人間開発学会研究奨励賞の表彰と受賞した
渡邉教授による記念講演が行われた。

法学会講演会
アメリカ政治と世界情勢を考える

　法学会講演会「トランプ政権の対外政策と
アメリカ政治」が11月18日、渋谷キャンパ
スで開催された。日本国際問題研究所の舟津
奈緒子研究員が講師として招かれ「アメリカ
第一主義」と「道義的現実主義」をキーワ
ードに、2016年の就任以降の米国・トラン
プ大統領の政治や外交政策について、講演し
た。同盟国の日本だけでなく世界に影響を及
ぼす米国の政治と、トランプ大統領の考え方
をわかりやすく説明した舟津研究員の講演
に、参加した学生は熱心にメモを取ってい
た。

菊
池
武
一

菊
池
武
一

「
末
広
」を
披
露
す
る
山
本
東
次
郎
さ
ん（
右
）



67 令和元年12月 20日㈮　No. 685特 集 令和元年12月 20日㈮　No. 685 特 集

Ｑ　

経
済
学
・
経
営
学
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
化
し
て
い
る
の
か

Ａ　

１
９
９
０
年
代
以
降
の
日
本
は

バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
を
経
験
し
、
経
済
の
目
指
す
べ

き
方
向
性
が
見
え
な
い
事
態
に
立
ち

至
っ
て
い
る
。
世
界
を
リ
ー
ド
し
て

き
た
日
本
経
済
も
問
題
に
ぶ
つ
か
り

な
が
ら
、
な
か
な
か
事
態
を
打
開
で

き
ず
低
迷
を
続
け
て
い
る
状
況
だ
。

　

新
し
い
時
代
を
担
う
主
体
性
あ
る

若
者
を
ど
う
育
て
、
新
し
い
時
代
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な

る
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
経
済
全
体

の
中
で
若
者
の
活
躍
を
組
織
で
き

ず
、
能
力
を
生
か
し
切
れ
て
い
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
新
し
い
時
代
に

力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環

境
を
い
か
に
整
備
す
る
か
と
い
う
こ

と
が
大
切
だ
。

Ｑ

そ
の
よ
う
な
時
代
に
経
済
学
部

を
改
組
す
る
目
的
と
意
義
は

Ａ

24
年
前
に
立
ち
上
げ
た
経
済
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
は
、
新
し
い

諸
問
題
を
現
地
に
行
っ
て
調
査
し
て

新
た
な
方
向
性
を
見
い
だ
す
人
材
育

成
を
重
視
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は

新
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
情
報
化
、

地
域
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
も
、
今

で
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
。
経
済
学

部
全
体
が
現
代
の
新
し
い
諸
問
題
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
判
断
し
、
経
済

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
学
科
で
の
学
び

を
学
部
全
体
へ
と
発
展
的
に
解
消
さ

せ
る
の
が
狙
い
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、
主
体
性
が
求
め
ら

れ
る
時
代
を
迎
え
た
こ
と
で
、「
経

済
学
や
経
営
学
の
中
で
何
を
追
求
し

て
い
く
べ
き
か
」
を
学
生
自
身
に
考

え
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
前
段

階
と
し
て
徹
底
的
に
基
礎
力
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
積
極
的
に
導
入

し
、
学
び
の
中
で
基
礎
力
を
身
に
つ

け
た
学
生
が
自
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
解
決
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
学
び

に
大
き
く
舵か

じ

を
切
っ
た
。
１
年
生
の

基
礎
演
習
で
６
年
ほ
ど
や
っ
て
き
た

が
、
企
業
か
ら
も
ら
っ
た
課
題
に
対

し
て
解
決
策
を
考
え
る
課
題
解
決
型

か
つ
実
践
型
の
授
業
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
る
。

　

昨
今
の
若
者
は
い
わ
ゆ
る
指
示
待

ち
人
間
に
な
っ
て
い
る
。
対
応
力
は

高
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
は

企
業
が
新
し
い
方
向
に
舵
を
切
る
動

き
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
自
分
自
身

で
個
人
的
な
意
思
と
夢
を
し
っ
か
り

持
つ
人
こ
そ
、
新
し
い
時
代
を
提
起

で
き
る
人
材
と
な
る
。
自
分
は
ど
う

生
き
た
い
の
か
、
ど
ん
な
社
会
に
な

る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
企
業
・
組
織
は
や
る
必

要
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
自
ら

考
え
ら
れ
る
人
材
を
育
て
た
い
。

Ｑ

改
組
に
よ
る
教
育
の
特
色
は

Ａ　

徹
底
的
に
専
門
基
礎
力
と
実
践

力
を
鍛
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

学
部
共
通
科
目
や
各
学
科
の
基
礎
的

科
目
を
必
修
化
す
る
予
定
だ
。
え
て

し
て
学
生
は
簡
単
に
単
位
が
取
れ
る

「
科
目
」
に
流
れ
や
す
く
、
学
び
に

系
統
性
が
な
い
。
基
礎
力
を
徹
底
的

に
身
に
つ
け
た
う
え
で
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
ま
せ
る
た
め
に
、
必
修
科
目

の
強
化
が
必
要
だ
。

　

ゼ
ミ
も
主
体
性
を
発
揮
さ
せ
る
形

へ
と
改
革
し
、
卒
論
や
卒
業
リ
ポ
ー

ト
の
提
出
も
増
や
す
。
さ
ら
に
は
、

一
般
の
講
義
型
授
業
の
「
日
本
の
経

済
」、
い
わ
ゆ
る
経
済
学
入
門
も
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
化
す
る
。
現

在
は
新
た
な
教
科
書
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
て
、
来
年
度
に
ト
ラ
イ
ア
ル

し
て
再
来
年
度
に
は
確
定
版
を
出
版

し
た
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
学
生

の
主
体
的
な
意
識
を
生
み
出
す
授
業

に
改
革
し
た
い
。
経
済
学
・
経
営
学

の
入
り
口
を
改
革
す
る
と
な
る
と
教

え
る
側
も
手
探
り
に
な
る
が
、
２
年

ぐ
ら
い
検
討
会
を
重
ね
て
き
て
い

る
。

　

学
部
で
の
学
び
か
ら
は
離
れ
る

が
、「
絆
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
平
成
21
年
に
始
め
た
。
先
輩
と
後

輩
の
絆
を
作
り
た
い
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
、
先
輩
だ
か
ら
語
れ
る
本

音
で
助
言
を
も
ら
っ
て
い
る
。
卒
業

生
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
院
友
経
済

会
と
経
済
学
部
が
連
携
し
て
学
生
も

院
友
も
共
に
学
べ
る
場
を
広
げ
た

い
。
院
友
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
学
ん

だ
り
、
後
輩
と
一
つ
の
テ
ー
マ
で
議

論
で
き
る
場
を
作
っ
た
り
、「
卒
業

後
も
学
べ
る
経
済
学
部
」
と
し
た

い
。

ク
に
よ
っ
て
解
決
策
を
検
討
。
年
末
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
報
告
し
て
き
た
。

今
年
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ

る
影
響
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
後
の
日

本
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
経
済
、
社
会
や
企

業
経
営
を
踏
ま
え
て
具
現
化
し
、
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
提
案
す
る
こ
と

を
テ
ー
マ
に
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
12
月

４
日
の
大
会
で
は
、
事
前
の
予
選
を
突
破
し

た
7
チ
ー
ム
が
、
競
技
施
設
の
利
活
用
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど

を
課
題
に
掲
げ
提
案
を
行
っ
た
。

●
専
門
基
礎
力
と
実
践
力
の
強
化

　

学
部
共
通
科
目
や
各
学
科
の
基
礎
的
科
目

の
必
修
化
は
、
経
済
学
・
経
営
学
の
専
門
基

礎
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
。
系
統
性
を
持
っ

た
「
基
礎
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、「
教

育
の
質
保
証
」
も
実
現
で
き
る
。
経
済
学
・

経
営
学
を
学
び
、
さ
ら
に
実
践
す
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
英
語
に
関
し
て
も
、
ネ
ー
テ
ィ

ブ
に
よ
る
授
業
を
重
視
す
る
。
以
前
か
ら
の

共
通
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
専
門
科
目
や
次
の
ス
テ

ッ
プ
の
英
語
授
業
も
全
て
ネ
ー
テ
ィ
ブ
に
よ

る
授
業
と
し
、
実
践
力
を
鍛
え
る
。

　

ま
た
、
実
践
力
を
学
ば
せ
る
た
め
、
ビ
ジ

ネ
ス
ゲ
ー
ム
を
利
用
し
た
模
擬
実
践
の
よ
う

な
授
業
や
経
済
学
部
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
展
開
す
る
な
ど
、
実
践
に
近
い
場
で

経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
に
も
注
力
。
最
新
の

現
場
に
つ
い
て
話
を
聞
く
「
現
代
の
企
業
経

営
」
や
、「
雇
用
と
働
き
方
」
と
い
う
授
業

の
中
で
経
営
者
や
働
く
者
目
線
で
の
オ
ム
ニ

バ
ス
授
業
を
整
備
す
る
。

●
学
び
の
成
果
を
「
カ
タ
チ
」
に

　

現
状
で
は
学
部
全
体
の
５
、
６
割
の
学
生

が
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
そ
の
う
ち
７
割
（
全
体

の
３
分
の
１
）
し
か
提
出
し
て
い
な
い
卒
業

論
文
。
そ
れ
を
「
学
び
の
締
め
く
く
り
」
と

し
て
重
視
す
る
方
向
と
な
る
。
ゼ
ミ
に
入
っ

た
ら
卒
業
論
文
が
必
修
で
、
ゼ
ミ
に
入
ら
な

い
場
合
で
も
卒
業
リ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
必
ず

求
め
ら
れ
、
自
分
の
学
び
の
成
果
を
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　

成
果
物
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
学
部
で
の
学
び
が
し
っ
か
り
と

身
に
つ
く
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
自
分
の
主

体
性
を
身
に
つ
け
て
き
た
学
修
の
証
し
と
し

て
提
出
す
る
成
果
物
は
ど
ん
な
も
の
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
？　

楽
し
み
だ
。

●
主
体
性
あ
る
学
生
を
育
て
る

　

経
済
学
部
が

独
自
に
展
開
す

る
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
Ｆ

Ａ
）
が
さ
ら
に

注
目
さ
れ
る
。

１
ク
ラ
ス
に
１

人
の
Ｆ
Ａ
が
入

り
、
教
員
と
ク

ラ
ス
内
を
回
り
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
お

り
、
高
校
生
向
け
の
「
Ｅ

‒

Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
」
で

も
、
Ｆ
Ａ
が
先
導
役
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
Ｆ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
社
会
人
と
し
て

生
か
せ
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
も
の
で
、

主
体
性
を
持
っ
て
学
び
を
リ
ー
ド
す
る
学
生

が
育
っ
て
い
る
。

　

「〝
管
理
職
〞
に
な
れ
ば
ば
か
を
見
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
目
指
し
た
が

ら
な
い
」（
橋
元
学
部
長
）
と
い
う
近
年
の

傾
向
を
受
け
て
創
始
し
た
シ
ス
テ
ム
だ
が
、

「
具
体
的
な
結
果
を
目
標
と
せ
ず
、
チ
ー
ム

を
ま
と
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
仕
事
に

魅
力
を
感
じ
る
タ
イ
プ
の
学
生
も
出
て
き
て

い
る
」（
同
）
と
い
う
新
た
な
展
開
も
見
せ

て
い
る
。

●
さ
ら
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
に

　

１
年
次
必
修

の「
基
礎
演
習
」

は
20
人
程
度
の

少
人
数
ク
ラ
ス

で
、
教
員
と
Ｆ

Ａ
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
大
会
を
通

じ
て
、
学
び
の
基
礎
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
。

　

「
基
礎
演
習
」
で
は
こ
れ
ま
で
６
年
間
に

わ
た
っ
て
、
外
部
か
ら
「
10
年
後
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
姿
」（
日
本
チ
ェ
ー
ン

ス
ト
ア
協
会
）、「
若
者
の
本
離
れ
に
対
し
て

歯
止
め
を
か
け
、
読
書
に
親
し
む
よ
う
に
な

る
た
め
に
、
今
、
本
屋
が
ど
の
よ
う
な
価
値

（
取
り
組
み
）
を
提
供
で
き
る
か
？
」（
青

山
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

提
示
し
て
も
ら
い
、
10
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

　

い
よ
い
よ
３
カ
月
後
に
迫
っ
た
本
学
経
済
学
部
の
改
組
。
15
年
ぶ
り
に

装
い
を
新
た
に
す
る
経
済
学
部
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？　

そ
し
て
、
ど
の

よ
う
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
＆
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
を
掲
げ
る
改
組
を
リ
ー
ド
す
る
橋
元
秀
一
学
部
長
・
教

授
に
「
令
和
新
時
代
」
の
経
済
学
部
の
姿
を
聞
い
た
。

「
新
」経
済
学
部
の
キ
ー
ワ
ー
ド

経済理論とデータ分析コース済理論とデ タ分析コ 経済史コース経済史コ ス 地域経済コース地域経済コ ス

日本経済コース日本経済コ ス グローバル経済コースグロ バル経済コ ス

（入学定員
 150人→255人へ）

Department of
Business Administration経営学科

ビジネスリーダーコース ビジネスクリエイターコース ビジネスアナリストコース

インタビューの詳細は、本学ホームページ内「国学院大学メディア」に掲載。

Department of Economics経済学科 （入学定員
 210人→255人へ）
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高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
決
定

応
募
総
数
２
万
点
を
超
え
る

第23回  全国高校生創作コンテスト第15回  「地域の伝承文化に学ぶ」コンテスト

　

全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
創

作
活
動
を
通
じ
て
文
章
を
書
く
喜
び
、
も

の
を
創
り
出
す
苦
し
さ
、
自
分
の
考
え
を

言
い
表
す
難
し
さ
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、

美
し
い
日
本
語
の
再
発
見
と
学
修
を
目
的

と
し
て
平
成
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

全
国
規
模
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
今
回
で
23
回

目
を
迎
え
、
全
国
か
ら
１
万
９
８
５
２
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
短
篇
小
説

の
部
６
６
９
点
▽
現
代
詩
の
部
８
５
２
点

則
夫
副
学
長
、
今
村
充
伸
若
木
育
成
会
副

会
長
、
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理
事
、
村

田
光
英
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長
ら
が
出

席
。
挨
拶
に
立
っ
た
主
催
者
代
表
の
石
川

副
学
長
は
「
文
章
を
書
く
こ
と
は
、
精
神

の
ち
か
ら
が
動
き
出
す
こ
と
だ
。
皆
さ
ん

自
身
の
言
葉
を
誇
り
に
思
っ
て
、
ま
す
ま

す
研けん
鑽さん
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
高
校
生
を

激
励
し
た
。

短
篇
小
説
の
部

【
佳
作
】

「
灰
色
の
屋
上
」
吉
田
恵
（
福
岡
・
筑
紫

丘
高
１
年
）
▽
「
籠
城
の
演
目
」
比
江
島

凜
（
宮
崎
・
宮
崎
東
高
３
年
）
▽
「
機
械

仕
掛
け
の
ヒ
ー
ロ
ー
道
」
水
田
里
緒
菜

（
神
奈
川
・
横
須
賀
高
２
年
）
▽
「
ぐ
り

ー
ん
あ
っ
ぷ
る
」
瀧
口
夏
鈴
（
東
京
・
安

田
学
園
高
２
年
）
▽
「
遊
離
魂
」
溝
上
大

翔
（
東
京
・
巣
鴨
高
１
年
）

【
入
選
】

「
夕
焼
け
」
長
谷
川
向
日
葵
（
宮
崎
・
宮

崎
西
高
２
年
）
▽
「
う
ず
し
お
ラ
イ
ダ

ー
」
檍
里
佳
子
（
兵
庫
・
長
田
高
２
年
）

▽
「
交
換
日
記
」
本
田
雄
璃
（
兵
庫
・
長

田
高
２
年
）
▽
「
破
る
」
緒
方
杏
里
（
福

岡
・
筑
紫
女
学
園
高
３
年
）
▽
「
或
る
絵

描
き
の
話
」
佐
藤
舞
佳
（
静
岡
・
沼
津
工

業
高
専
１
年
）

現
代
詩
の
部

【
佳
作
】

「
も
の
思
い
」
小
板
橋
彩
花
（
群
馬
・

高
崎
商
科
大
学
付
属
高
１
年
）
▽
「
感

情
の
詰
ま
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
安
田

武
流
（
神
奈
川
・
麻
生
高
２
年
）
▽
「
金

曜
日
」
浜
口
す
ず
（
東
京
・
日
比
谷
高
１

年
）
▽
「
幽
霊
」
本
領
里
緒
（
東
京
・
田

園
調
布
雙
葉
高
２
年
）
▽
「
か
わ
い
い
」

川
上
紗
和
（
岡
山
・
岡
山
学
芸
館
高
２

年
）

【
入
選
】

「
夜
明
け
」
川
口
る
み
（
福
岡
・
明
善

高
２
年
）
▽
「
足
踏
み
オ
ル
ガ
ン
」
菊

地
愛
佳
（
東
京
・
女
子
学
院
高
２
年
）

▽
「
溺
れ
る
季
節
」
島
川
亜
弓
（
沖
縄
・

Ｎ
高
沖
縄
伊
計
本
校
３
年
）
▽
「
家
族
」

関
口
凌
真
（
埼
玉
・
春
日
部
東
高
２
年
）

▽
「
銀
」
小
俣
卓
紀
（
東
京
・
桐
朋
高

１
年
）
▽
「
み
じ
ん
切
り
」
牛
島
伸
陽

（
福
岡
・
明
善
高
２
年
）
▽
「
S
E
T

s
a
i
l
」
栫
伸
太
郎
（
鹿
児
島
・
ラ
・

サ
ー
ル
高
３
年
）
▽
「
太
陽
の
裏
」
牧
野

か
れ
ん
（
東
京
・
国
際
基
督
教
大
学
高
２

年
）
▽
「
花
火
」
伊
藤
寛
子
（
千
葉
・
渋

谷
教
育
学
園
幕
張
高
２
年
）
▽
「
息
を　

吸
う
」
梶
原
翠
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女
子

高
３
年
）

▽
短
歌
の
部
７
７
２
６
点
▽
俳
句
の
部
１

万
６
０
５
点
―
だ
っ
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
学
校
賞

の
文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど
が
別
表
（
敬
称

略
）
の
よ
う
に
決
定
し
、
文
部
科
学
大
臣

賞
に
は
安
房
高
（
千
葉
県
）、
特
別
学
校

賞
に
明
善
高
（
福
岡
県
）
と
長
田
高
（
兵

庫
県
）
が
選
ば
れ
た
。

　

若
木
タ
ワ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に

は
、
入
賞
者
と
関
係
者
、
審
査
員
、
石
川

短
歌
の
部

【
佳
作
】

林
優
授
子
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女
子
高
２

年
）
▽
赤
松
彩
葉
（
大
阪
・
堺
東
高
２

年
）
▽
川
島
颯
太
（
群
馬
・
太
田
高
２

年
）
▽
大
川
柊
斗
（
埼
玉
・
深
谷
商
業
高

２
年
）
▽
栗
田
岳
（
新
潟
・
東
京
学
館
新

潟
高
３
年
）

【
入
選
】

影
山
仁
香
（
千
葉
・
安
房
高
１
年
）
▽
平

和
陸
斗
（
大
阪
・
堺
東
高
２
年
）
▽
牧
野

由
都
菜
（
静
岡
・
静
岡
高
３
年
）
▽
下
田

祐
香
（
奈
良
・
畝
傍
高
３
年
）
▽
興
津
諒

汰
（
静
岡
・
沼
津
工
業
高
専
１
年
）
▽
鈴

木
琴
（
埼
玉
・
川
越
西
高
３
年
）
▽
堀
部

愛
華
（
宮
城
・
宮
城
第
一
高
１
年
）
▽
今

駿
翔
（
青
森
・
五
所
川
原
高
２
年
）
▽
平

野
大
夢
（
静
岡
・
掛
川
東
高
３
年
）
▽
渡

辺
あ
み
（
徳
島
・
阿
波
高
２
年
）

俳
句
の
部

【
佳
作
】

水
﨑
ゆ
ず
（
岐
阜
・
吉
城
高
１
年
）
▽
森

山
和
花
（
千
葉
・
安
房
高
１
年
）
▽
酒
井

る
り
子
（
東
京
・
淑
徳
巣
鴨
高
１
年
）
▽

原
田
駿
（
愛
知
・
名
古
屋
高
３
年
）
▽
髙

濵
颯
太
（
三
重
・
三
重
高
２
年
）

【
入
選
】

井
上
昂
星
（
東
京
・
立
教
池
袋
高
３
年
）

▽
中
田
久
善
（
静
岡
・
浜
松
南
高
１
年
）

▽
岡
村
音
乃
（
山
口
・
熊
毛
南
高
１
年
）

▽
川
村
海
斗
（
青
森
・
七
戸
高
２
年
）
▽

花
澤
希
海
（
千
葉
・
幕
張
総
合
高
３
年
）

▽
藤
田
華
綺
（
群
馬
・
太
田
高
２
年
）
▽

木
村
夢
（
愛
知
・
幸
田
高
３
年
）
▽
河
端

春
杏
（
埼
玉
・
浦
和
第
一
女
子
高
１
年
）

▽
髙
田
麻
由
（
北
海
道
・
旭
川
龍
谷
高
２

年
）

【
審
査
員
（
敬
称
略
）】
◎
短
篇
小
説
の

部
▽
中
村
航
（
作
家
）
▽
傳
馬
義
澄
（
本

学
名
誉
教
授
）
▽
井
上
孝
雄
（
東
京
都
立

高
教
諭
）
◎
現
代
詩
の
部
▽
水
無
田
気
流

（
詩
人
・
本
学
経
済
学
部
教
授
）
◎
短
歌

の
部
▽
田
中
章
義
（
歌
人
）
◎
俳
句
の
部

▽
堀
本
裕
樹
（
俳
人
）

　

「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
各
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
や
伝

説
、
郷
土
料
理
や
方
言
な
ど
の
身
近
で
当

た
り
前
な
風
景
に
あ
る
「
地
域
社
会
」
に

目
を
向
け
、
文
化
を
掘
り
起
こ
し
て
向
き

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

本
学
の
持
つ
伝
承
文
化
に
関
す
る
資
産
に

触
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
も
狙
っ
て
い
る
。
平
成
17
年

か
ら
開
催
さ
れ
、
15
回
目
と
な
る
今
回
は

全
国
か
ら
６
０
９
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

内
訳
は
、
地
域
文
化
研
究
部
門
の
団
体
49

点
・
個
人
３
４
６
点
▽
地
域
民
話
研
究
部

門
の
団
体
76
点
・
個
人
１
２
９
点
▽
学
校

活
動
部
門
９
点
―
だ
っ
た
。

　

最
も
優
秀
な
作
品
に
授
与
さ
れ
る
折
口

信
夫
賞
に
地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）

最
優
秀
賞
の
「
民
具
を
活
用
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
参
加
者
に
与
え
る
影
響
」

（
中
島
渚
さ
ん
、
鹿
児
島
・
屋
久
島
高
３

年
）
が
選
ば
れ
た
ほ
か
、
各
部
門
の
最
優

秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作
、
入
選
が
別
表

（
敬
称
略
）
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
。

　

常
磐
松
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
表
彰
式
に

は
入
賞
者
と
関
係
者
、
審
査
員
、
石
川
則

夫
副
学
長
、
今
村
充
伸
若
木
育
成
会
副
会

長
、
加
藤
元
茂
院
友
会
常
務
理
事
、
村
田

光
英
高
校
生
新
聞
社
編
集
局
長
ら
が
出

席
。
式
の
後
、
各
部
門
団
体
・
個
人
の
最

優
秀
賞
の
受
賞
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

内
容
を
披
露
し
た
。

地
域
文
化
研
究
部
門
（
団
体
）

【
佳
作
】

「
幻
の
甚
目
寺
飛
行
場
〜
戦
後
74
年
目
証

言
を
聴
く
〜
」（
愛
知
・
杏
和
高
歴
史
研

究
グ
ル
ー
プ
）
▽
「
因
幡
の
手
笠
踊
り
に

つ
い
て
」（
鳥
取
・
八
頭
高　

因
幡
の
カ

サ
踊
り
研
究
会
）

【
入
選
】

「
清
水
町
か
ら
世
界
へ
〜
こ
う
じ
の
謎
に

迫
る
〜
」（
静
岡
・
沼
津
城
北
高
こ
う
じ

研
究
チ
ー
ム
）

「
矢
合
観
音
と
水　

現
代
に
続
く
民
間
信

仰
〜
植
木
商
人
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
か

〜
」（
愛
知
・
杏
和
高
チ
ー
ム
観
音
）

地
域
文
化
研
究
部
門
（
個
人
）

【
佳
作
】

「
地
域
行
事
の
継
承
の
問
題
と
こ
れ
か
ら

〜
屯
倉
村
祭
囃
子
の
研
究
か
ら
創
る
地
域

の
未
来
〜
」
熊
沢
咲
良
（
愛
知
・
杏
和
高

３
年
）
▽
「
集
落
の
調
査
―
福
岡
県
糸
島

市
王
丸
集
落
―
」
谷
口
生
貴
斗
（
福
岡
・

修
猷
館
高
３
年
）

【
入
選
】

「
木
遣
り
音
頭
研
究
序
説
〜
歌
声
を
た
よ

り
に
〜
」木
村
心
優（
愛
知
・
杏
和
高
３
年
）

▽「
新
た
な
時
代
の『
伝
統
文
化
』の
カ
タ

チ
と
は
？
―
3
点
の
伝
統
文
化
の
現
状
か

ら
み
る
、『
人
』、『
技
術
』、『
心
』の
す
が
た

―
」森
拓
斗（
鳥
取
・
米
子
北
斗
高
２
年
）

地
域
民
話
研
究
部
門
（
団
体
）

【
佳
作
】

「
昔
話
に
み
ら
れ
る
日
本
人
や
伊
豆
の
人

々
の
精
神
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」（
静

岡
・
韮
山
高
課
題
研
究
班
）
▽
「
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｗ
Ａ
〜
山
梨
の
民
話
と
民
話
で
つ
な
が

る
世
界
〜
」（
山
梨
・
甲
府
第
一
高
探
求

２
班
）

【
入
選
】

「
続
『
お
た
ち
き
さ
ん
』
〜
伝
承
の
謎
に

迫
る
〜
」（
愛
媛
・
西
条
高
地
域
・
歴
史

研
究
部
）
▽
「
南
総
里
見
八
犬
伝
〜
群
馬

の
里
見
家
と
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
つ
い
て

〜
」（
群
馬
・
高
崎
商
科
大
学
付
属
高
文

芸
部
）

地
域
民
話
研
究
部
門
（
個
人
）

【
佳
作
】

「
北
条
実
時
と
ウ
ナ
ギ
井
戸
伝
説
」
田
中

美
衣
（
神
奈
川
・
鎌
倉
女
子
大
学
高
等
部

２
年
）
▽
「
義
経
伝
説
と
白
旗
神
社
」
中

野
亜
美
（
神
奈
川
・
鎌
倉
女
子
大
学
高
等

部
２
年
）

学
校
活
動
部
門

【
入
選
】

「
宇
部　

伝
統
芸
能
文
化
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〜
岩
戸
神
楽
舞
復
興
に
挑
む
〜
」
重

村
優
羽
（
山
口
・
宇
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
大

学
付
属
香
川
高
）

【
審
査
員
（
敬
称
略
）】
小
川
直
之
（
本

学
文
学
部
教
授
）
▽
常
光
徹
（
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）
▽
大
石
泰

夫
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
花
部
英
雄

（
同
）
▽
佐
藤
美
穗
（
本
学
客
員
教
授
）

▽
高
橋
大
助
（
本
学
文
学
部
教
授
）
▽
飯

倉
義
之
（
本
学
文
学
部
准
教
授
）

文部科学大臣賞に安房高（千葉）折口信夫賞に中島渚さん（鹿児島・屋久島高）

　今回のコンテスト入賞作品を掲載した「全国高校生創作コンテ

スト入賞作品集」「 『 地域の伝承文化に学ぶ』コンテスト入賞作

品集」を来年２月下旬に刊行の予定です。同作品集は、無料配布

いたします。発送をご希望の場合は、希望部数と送付先をご連絡

ください。

問　総合企画部広報課（☎03・5466・0130）

高校生向けコンテスト『入賞作品集』を制作中

　

国
学
院
大
学
と
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
高
校
生
新
聞

社
）
に
よ
る
第
23
回
全
国
高
校
生
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：

国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学
院
友
会
・
国
学
院
大

学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科
学
省
・
全
国
高
等
学

校
長
協
会
・
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
研
究
連
合
会
・
日
本
進

路
指
導
協
会
）
と
、
第
15
回
「
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
」
コ

ン
テ
ス
ト
（
協
賛
：
国
学
院
大
学
若
木
育
成
会
・
国
学
院
大
学

院
友
会
・
国
学
院
大
学
北
海
道
短
期
大
学
部
、
後
援
：
文
部
科

学
省
・
農
林
水
産
省
・
全
国
高
等
学
校
長
協
会
・
日
本
進
路
指

導
協
会
）
の
入
賞
作
品
が
決
定
し
、
12
月
１
日
に
渋
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
で
両
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
両
コ

ン
テ
ス
ト
合
わ
せ
て
２
万
４
６
１
点
の
応
募
が
あ
り
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

※
２
つ
の
高
校
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
報
は
、
学
報
来
年
２

月
号
に
掲
載
し
ま
す

折口信夫賞

「民具を活用したレクリエーションが参加者に与える影響」
中島渚（鹿児島・屋久島高３年）

地域文化研究部門

「 イチイからたどる『飛驒のなりたち』―飛驒の伝
承文化に学ぶ―」 （岐阜・益田清風高 地域研究）

最優秀賞

《　団　　体　》

「出雲の神話が語ること」
（東京・香蘭女学校高等科 出雲研修）

「 知られざる深良用水の恩恵～深良用水の恩恵は
深良（裾野市）だけではなかった。～」
 （静岡・沼津城北高 情報メディア部用水班）

優 秀 賞

「 民具を活用したレクリエーションが参加者に与
える影響」 中島渚（鹿児島・屋久島高３年）

最優秀賞

《　個　　人　》

「 高田富士考―新宿区のともしび　地域性を追い
かけて―」 八木つきの（東京・東洋高３年）

「 白雲座の地歌舞伎～地域の伝承文化を学び、受
け継ぐ～」 田口真江（岐阜・益田清風高２年）

優 秀 賞

地域民話研究部門

《　団　　体　》

最優秀賞「 こんなんあったけん調べてみた！！―久谷地区
・砥部町の伝承たち―」 （愛媛・東温高 郷土芸能部）

「 『今昔物語集』巻三十第十の意識的欠字部分につ
いて～舞台は古代下野国塩谷郡だった～」
 （栃木・矢板東高 リベラルアーツ同好会）

「 『謝文旦』は実在したのか～阿久根から世界へ：
海の道の歴史をたどって～」
 （鹿児島・鶴翔高 地域文化研究同好会）

「日本人と『桜』の伝説について」
 砂野光咲（愛媛・済美平成中等教育学校４年）

最優秀賞

《　個　　人　》

「河童の 」　 井上万結（東京・国際高２年）

「オランダ観音さま～馬が繫いだ流山の物語～」
　 坂入茉緒（千葉・流通経済大学付属柏高２年）

優 秀 賞

文部科学大臣賞

安房高（千葉）

特別学校賞

明善高（福岡） ／ 長田高（兵庫）

短篇小説の部

「魂の怨嗟」登裕太郎
（東京・文化学園大学杉並高２年）

「神のみぞ知る」柏倉美彩子
（東京・東京純心女子高２年）

優秀賞

現代詩の部

「僕と乳房」𠮷田眞子
（兵庫・神戸大学付属中等教育学校４年）

最優秀賞

「タイムリミット」村上陽香
（北海道・立命館慶祥高２年）

「立ち止まって、一歩」内藤結月
（埼玉・淑徳与野高２年）

優秀賞

短歌の部

德森大悟（鹿児島・ラ・サール高３年）
最優秀賞

中川莉果子（石川・北陸学院高２年）
松井彩徒（千葉・安房高１年）

優秀賞

俳句の部

鈴木萌晏（岩手・水沢高２年）
最優秀賞

野城知里（埼玉・星野高２年）
川口るみ（福岡・明善高２年）

優秀賞

最 優 秀 賞 受 賞 者  喜 び の 声

　驚きがあまりに大きすぎて、うれしさや照れくささは遅れてやってきまし

た。母には「私の電話の聞き間違いかもしれない」と言われました。詩集を

読んでインスピレーションを得ようとしてみたりしていましたが、自分が普

段感じて考えている以上のものを詩にすることはできないなと思いました。

現代詩の部 𠮷田 眞子さん（兵庫・神戸大学付属中等教育学校４年）

　先生から受賞を知らされたときは、うれしさより驚きのほうが大きかった

です。半濁点が文字につくと、発音したときはもちろん、表記されていると

きでさえその文字の持つ雰囲気を優しくします。「人間関係でもそういうこ

とができればなぁ」と思ったことがこの歌のきっかけです。

短歌の部 德森 大悟さん（鹿児島・ラ・サール高３年）

　正直開いた口が塞がらないとはこのようなことを言うのかと思うくらい驚

きました。句作の際、コーチの先生が「虚が強くならないように。自分の実

感を大切に」と毎回おっしゃっています。この句を作る際も改めて自分の実

感を大切にすることによって、いい句というのは必然的に生まれてくるのだ

なと感じました。

俳句の部 鈴木 萌晏さん（岩手・水沢高２年）

最 優 秀 賞 受 賞 者  喜 び の 声

　このような賞をいただくことができ、とてもうれしく思います。研究は、屋久島歴
史民俗資料館や屋久島町福祉センター縄文の苑の職員、地域の高齢者や高校生など、
多くの方々の協力を得て行うことができました。少しでも民具に興味を持ってもらえ
たら幸いです。

折口信夫賞・地域文化研究部門（個人） 中島 渚さん（鹿児島・屋久島高３年）

　まさか受賞するとは思わなかったですけれど、最優秀賞というとても素晴らしい賞
をもらえてとてもうれしかったです。自分で実際に地域の方に話を聞くことで、どれ
だけつらく大変なことだったのか体験することができていい勉強になりました。

地域文化研究部門（団体） 岐阜・益田清風高 地域研究（代表：松井夕乃さん）

　選考結果を見て涙が出るほどうれしく思いました。３年連続地域民話部門に出品し
て、１年次選外、２年次佳作、３年次最優秀賞と努力を積み重ねていってステップア
ップできたことを誇りに思います。

地域民話研究部門（団体） 愛媛・東温高 郷土芸能部（代表：小椋詠亮さん）

　自分が興味深いなと感じ、研究を続けてきたものがこのような形となって他の人に
も認めてもらえてうれしいです。たくさんの伝説や伝承、言い伝えを知る必要があ
り、詳細に調査するのは大変でしたが、地元・愛媛についての理解が調査を通してよ
り一層深まりました。

地域民話研究部門（個人） 砂野 光咲さん（愛媛・済美平成中等教育学校４年）

優 秀 賞
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合合
  大規模災害被災者に対する入
学検定料免除の特別措置につ
いて

　本学では、「大規模災害学費減免制
度」を制定し、災害対策基本法第２条
第１項に定めた災害により被災し、
「主たる家計支持者が、災害救助法適
用地域に居住している」などの所定の
要件を満たした新入生・在学生への経
済支援を実施しています。該当する受
験生は、所定の手続きを行ってくださ
い。対象者、申請要件、申請期間など
の詳細は、本学ＨＰ（https://www.

kokugakuin.ac.jp/admission/
admissions/p2/p6）で確認してく
ださい。
対 本学への志願者のうち、主たる家計
の支持者が「災害救助法適用地域」
に居住し被災した者。または同地域
に単身赴任や出張などで重度の被災
を受けた者
問入学課（☎03・5466・0141）

 大学入試に伴う入校制限 

　令和２年度大学入試センター試験お
よび本学一般入試実施のため、会場と
なるキャンパスへの入校を右表の通り
に制限します。なお、該当期間は課外
活動を行うことができません。また、
１月18日㈯は全日休講となります。

博物 館博博博博博博博博物物物博博博博博博博博博博博博物物博博博博博物 館物物物物 館物 館館館館館館館館館館館館館物物物物物物物 館物物 館館館館物 館館館館館物物物
料無料
時 10時～18時（入館は17時30分まで）、
　 12月23日㈪～来年１月10日㈮、20
日㈪～24日㈮、２月２日㈰・10日
㈪は休館

  企画展「古物を守り伝えた人々ー
好古家たち  Antiquarians―」

内 「Antiquarians」とは ｢好古家｣ の
こと。江戸時代中期以降、古器物に
関心を寄せる人々が国学者や武家、
町人など各層に広がり、彼らは総じ
て ｢好古家｣ と呼ばれました。日本
の美術品受容の歴史をひも解くと、
そこには古代より時の権力者や時代
を担った文化人によってさまざまな
形で展開されてきた事実がありま
す。幕末維新期の混乱からの古器物
の保護や、太政官による ｢古器旧物
保存方｣ の布告など、どの局面にお
いても事業を支える好古家たちがい
ました。
　 　本展では、近代博物館黎明期を支
えた「好古家」たちによる古物研究
と収集に焦点を当て、彼らの果たし
た役割について明らかにしていきま
す。
日１月25日㈯～３月15日㈰
場博物館企画展示室

 ミュージアムトーク

時14時～14時30分
場博物館ホール
料無料
① 「古物を守り伝えた人々 Antiquarians」
内 内川隆志（当館副館長・本学教授）
日１月25 日㈯ 

②「静嘉堂 松浦武四郎コレクション」
内成澤麻子（静嘉堂文庫司書）
日２月１日㈯

③「関西大学 本山彦一コレクション」
内 山口卓也（関西大学博物館学芸員)

日２月15日㈯
④ 「松浦武四郎の大首飾りとヒスイの

勾玉」
内 内川隆志（当館副館長・本学教授）
　日２月29日㈯

  斎宮歴史博物館・国学院大学
博物館公開講座「古代国家
「日本」の原点と伊勢斎宮」

内 三重県明和町に置かれていた斎宮
は、７世紀末の天武朝以降に整備が
進められ、南北朝時代初頭まで続い
た斎王の宮殿で、それを経済的に支
えた官衙でした。斎王は御代替わり
の年に伊勢に派遣された未婚の皇女
で、伊勢神宮において国家と天皇の
安寧を願う祭りに参加していまし
た。斎宮の成立と変遷は、古代から
中世前期にかけての我が国の祭祀の
在り方を反映していると言えます。
　 本講座では、古代国家の形成と祭祀
の関連を軸に、わが国成立期の姿の
一端に迫ります。
日２月22日㈯ 
時13時～16時50分
場渋谷キャンパス常磐松ホール
料無料
申 定員300人（先着順）。本学ＨＰの申
し込みフォーム（https://k-form.
kokugakuin.ac.jp/m?f=424）に必
要事項を記入するか、往復はがきに
郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、電
話番号を記入し「２／22 公開講座参
加希望」と明記し、〒150-8440東京
都渋谷区東４-10-28国学院大学博物
館「伊勢斎宮」係へ申し込む。参加申
し込みが受理されましたら、受講票
を発行いたします。当日受講票をお
持ちください。
　※ 往復はがきの方には返信はがきを
送付、ウェブの方はメールで返信

※ 博物館関連イベントの問い合わせは
　☎03・5466・0359
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  日経新聞読み方講座

内 ビジネスマンの教科書と言われる
「日本経済新聞」を読みこなして
就職活動をリードしましょう。講
座では、難しいと思われがちな「日
経新聞」を簡単に読むためのポイン
トや、就活に役立つ活用法、新聞記
事からエントリー企業を見つける方
法についても説明します。「日経新
聞」を読みこなして、就職戦線を突
破し、社会人としての基礎力を身に
つけましょう。
日１月８日㈬４限
場渋谷キャンパス
対全学年対象

  面接（個人・集団）対策講座

内 就職活動において、絶対に避けては
通れないのが面接です。面接は１人
では対策が取りづらく、練習の機会
があまりありません。この講座は、
個人面接や集団面接突破のポイント
を、動画を交えて解説し、自ら体験
を積む実践型トレーニングも実施し
ます。面接は慣れが肝心になるの
で、この講座に参加して、経験を積
みましょう！　２月に行われる模擬
面接トレーニングと合わせて参加す
るのがお勧めです。
日 １月14日㈫６限、15日㈬３限か５
限、16日㈭６限
　※ 全４回は同じ内容になりますの
で、いずれかの時間帯に出席して
ください

場渋谷キャンパス
対３年生

  【卒業前研修】新社会人講座

内 社会や職場で求められる社会人の常
識やマナー、トラブル時の解決法や
ライフプラン、さらにはお金の問題
など、新社会人として知っておくべ
き情報を２回に分けて学びます。１
回目は「大学生が知らないライフプ
ランと法律、お金の話編」、２回目
は「知らないと恥をかく社会人のマ
ナー常識・非常識編」になります。
４月になって慌てる前に、実践形式
のワークでしっかり身につけよう！
日▶１回目＝１月15日㈬４限
　▶２回目＝１月22日㈬３～４限
場国学院大学院友会館
対４年生

 OB・OG内定者アドバイス会

内 メーカー（食品・製薬・自動車・化
学など）、商社、航空、金融、マス
コミ、レジャーなど学生人気の高い
会社や官公庁で活躍する卒業生や内
定者が、後輩たちのために仕事のや
りがいや苦労などの本音や就活アド
バイスをお話しします。現場の最前
線で働く方の生の声を聞いて、自分
の進路決定の参考にしましょう。
日 １月11日㈯13時～16時50分（入退
場自由）
場渋谷キャンパス５号館アリーナ
対学部１～３年生、大学院１年生

※ いずれも渋谷キャンパスで開催。詳細確
認・申し込みはＫ-ＳＭＡＰＹⅡの「就職
／各種面談」→「セミナー申込」から

英語 教育センター語英英英 語語語語語語語語語語語語語語英英英 語語語語英 語語語語語語語語英英 語語語語語語語語語語語英英 教育教教教教育教教育教育育育育育育教教教教教教教教育育育教教教教教育育育育教教教育育育育育育教教教教教教教教育育セン育育セセセセセセセンンンンンンセンセセセセセセ育育育育セセセセセセセセセンンンンン育育育 ンンンンセンセセセセセセセ育育育育育 ンタンンンンタンタタタタタタタタタタタンタンタンンンンンタタタタンンタンタンタタタタタタンンンンタタタタタタタタタタンンンンンンンン ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ＴＯＥＩＣ®学内テスト

内 英語教育センター（旧ＬＬＣ）が団
体受験特別制度（ＩＰ：Institutional 
Program）として実施するものです。
公開テストとＩＰテストのスコアの
有効性はＴＯＥＩＣ主催団体により
同一とされていますが、一部企業、公
務員採用試験、大学院入試などによ
っては公開テストの結果の提出を求

められる場合もあります。
日２月13日㈭
時 13時集合、15時45分解散（実際の
試験時間は２時間）
場 渋谷キャンパス（教室は試験１週間
前をめどにお知らせします）
料3700円
対学部１～４年生、大学院生
申１月29日㈬までに自動証紙発行機
で証紙を購入し、英語教育センター
（渋谷）、たまプラーザ事務課に提出
問英語教育センター（百周年記念館）

日 時 立入制限区域など

Ａ
日
程

２月１日㈯
入学試験準備日

終日 ５号館
13時以降 １・２・３号館、体育館、若木21

２月２日㈰～３日㈪
入学試験当日 終日 １・２・３・５号館、体育館、若木21

たまプラーザキャンパス

日 時 立入制限区域など

Ａ
日
程

２月１日㈯
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、
総合学修館（6号館）、百周年記念館（地下１階、３階）

15時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
19時30分以降 学術メディアセンター

２月２日㈰～４日㈫
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、
総合学修館（6号館）、学術メディアセンター（博物館を
除く）、若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４
階）※若木タワーは２月２日のみ

Ｂ
日
程

２月25日㈫
入学試験準備日

終日 120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、
総合学修館（6号館）、百周年記念館（地下１階・３階）

13時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）
19時30分以降 学術メディアセンター

２月26日㈬
入学試験当日 終日

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、
総合学修館（6号館）、学術メディアセンター（博物館除く）、
若木会館、百周年記念館（地下１・２階、３・４階）

※２月１日17時～４日、25日17時～26日：国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖

◆本学一般入試
渋谷キャンパス ※博物館は２月２日のみ休館

◆大学入試センター試験

日 時 立入制限区域など

１月17日㈮
入学試験準備日

16時以降 130周年記念5号館
17時以降 若木会館、百周年記念館（地下２階、４階）

19時30分以降 120周年記念１・２号館、総合学修館（６号館）
21時以降 ３号館

１月18日㈯・19日㈰
入学試験当日 終日 

120周年記念１・２号館、３号館、130周年記念５号館、
総合学修館（６号館）、若木会館、百周年記念館（地下１・２
階、３・４階）

※１月17日19時30分～19日：国際交流センターと院友会館の通用門は封鎖

渋谷キャンパス ※図書館の開館時間　１月17日：９時～22時、18、19日：10時～18時
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団体・個人の成績
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部は
10月20日、全日程を終了した。前期を首位
で折り返した本学は、リーグ終盤に連敗を喫
し、９勝７敗２分け・勝ち点29で４位だっ
た。個人では山本アマディン選手（ＦＷ・健
体４）が10得点を挙げ、得点ランキングで
２位タイだった。
ソフトテニス部＝関東学生秋季リーグ戦が
11月２、３日に行われた。早稲田大所沢キ
ャンパスで行われた男子は、11部構成の１
部で春季の初優勝に続く連覇を狙ったが２勝
３敗・勝ち点２で４位となった。
　本学相模原グラウンドでリーグ戦が行われ
た女子（２部所属）は、２勝３敗・勝ち点２
で４位だった。
バスケットボール部＝10月27日まで行われ
た第69回関東大学女子バスケットボールリ
ーグ戦で本学は、所属する３部Ｂブロックを
首位（６勝１敗）で通過。順位決定戦で３位
に入り２部との入れ替え戦に進出した。
　玉川大との入れ替え戦（11月２日）は、
前半リードを許すも第３クォーターに逆転し
80―77で４年ぶりの２部昇格を決めた。
　個人表彰では、３部優秀選手賞に岩崎夏実
選手（外文４）が選ばれた。
ラグビーフットボール部＝関東大学リーグ戦
２部は11月24日、全日程を終了した。本学
は２勝５敗・勝ち点13で、白鷗大、朝鮮大
学校と勝ち点で並んだが得失点差で８校中６
位となった。

国際協力サークル～優志～
食を通じて里子支援
　カンボジアの子供たちを支援し続けている
国際協力サークル～優志～が、カンボジアの
施設で暮らす里子の養育費を支援しようと、
大学生協のメモリアルレストランと連携した
「アジアンフードフェア」を７月と11月に
開催した。同企画は今年で４年目となり、台
湾まぜそばやカンボジア料理のアモック（白
身魚のイエローカレー）などを１食500円で
提供した。１食につき50円が養育費（年間
３万円）として寄付され、今年は14万円余
りが集まった。
　プロジェクトリーダーの齋藤誠さん（外文
３）は「支援をしているモオ・スレイニッ
トさん（11歳）が18歳になるまでの養育費
（年間３万円）の確保という目標を達成する
ことができた。ホッとしている」と喜んだ。

久我山高校
駅伝、バスケ、サッカーで全国へ
　国学院大学久我山高校の陸上競技部、バス
ケットボール部、サッカー部が、全国大会の
切符を手にした。
　陸上競技部は、12月22日に京都市で行わ
れる第70回全国高等学校男子駅伝競走大会
に２年ぶり22回目の出場。
　バスケットボール部は、23日に武蔵野の
森総合スポーツプラザ（調布市）などで開
幕する第72回全国高等学校バスケットボー
ル選手権大会に６年ぶり14回目の出場を果
たした。24日の１回戦で出雲北陵高（島根
県）と対戦する。
　サッカー部は、準優勝を果たした第94回
大会以来４年ぶり８回目の第98回全国高等
学校サッカー選手権大会出場。30日に駒沢
陸上競技場で行われる開会式直後の開幕戦
で、前原高（沖縄県）と対戦する。

　柔道の国際大会・グランドスラム大阪2019
が11月22～24日、丸善インテックアリーナ大
阪（大阪市中央体育館）で行われ、男子66kg級
で、相田勇司選手（法２）がグランドスラム初出
場で３位入賞を果たした。グランドスラムでの表
彰台は平成24年の川上智弘選手（現・柔道部コ
ーチ）以来。
　今回のグランドスラムは、来年の東京五輪の代
表選考に関わる大会。11月に行われた講道館杯
全日本柔道体重別選手権大会で優勝した相田選手
は、世界選手権優勝経験者の丸山城志郎選手（ミ
キハウス）や阿部一二三選手（日本体育大学）ら
とともに日本代表に選出され世界の頂点を目指し
た。
　１回戦から登場の相田選手は、２回戦でリオデ
ジャネイロ五輪銀メダリストのアン・バウル選手
（韓国）に延長の末、一本背負投で技ありを奪っ
て優勢勝ちを収めるなど各国の強豪を退け準決勝
に進んだ。
　平成29、30年の世界選手権を制している阿部
選手との準決勝は、開始２分過ぎに背負投で一本

を取られ敗退。３位決定戦に回った。
　３位決定戦は、スペインのダニエル・ペレス・
ロマン選手との戦い。試合時間３分余りが過ぎた
ところで、袖釣込腰で技ありを奪い優勢勝ちし
た。
　試合後、相田選手は「初めてのグランドスラム
でメダルが取れたことはホッとしている。外国人
選手には負けない自信があった。目標にしている
2024年のパリ五輪へ時間があるので課題を克服
していきたい」と前を向いた。

　第86回全日本大学総合選手権・個人の部が10
月24～27日、島津アリーナ京都（京都市）で行
われた。女子ダブルスに出場した阿部里歩選手

（神文２）・小島叶愛選手（初教２）ペアは、同
部で初めてベスト８に進んだ。
　２回戦から出場の阿部・小島ペアは４回戦で関
東学生リーグで１部に所属する中央大の中澤紬・
青木千佳ペアと対戦。第１ゲームからジュースに
もつれる接戦となり、２－２で迎えた最終第５ゲ
ームでは、先にマッチポイントを２度握られなが
ら、13―11と逆転しベスト８入りを決めた。
　準々決勝では格上の専修大の枝松亜実・木村香
純ペアに第１ゲームをジュースの末に落とすと続
くゲームも連取され０－３で敗れた。
　強豪を退けてのベスト８に「（自身にとって）
全国ランクの大会の入賞は久しぶり。あきらめな
ければ、結果につながる」（阿部選手）、 「競った
場面で勝ち切れたことは自信になった」（小島選
手）と笑顔を見せた。

相田選手が3位
―グランドスラム大阪2019
柔道部

阿部・小島ペアが初の全国ベスト８卓球部

ベスト８に入った小島選手（左）と阿部選手
（ニッタクニュース提供）

（左から）丸山選手、阿部選手、
相田選手、西山祐貴選手（警視庁）
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陸上競技部

箱根駅伝 エントリー選手発表
「強さを証明」往路優勝狙う

　本年11月14・15日、皇居東御苑にて大嘗祭
の悠紀殿供饌の儀、主基殿供饌の儀が執り行わ
れた。大嘗祭とは天皇が皇祖の天照大神に対し
て、即位後に初めて自ら神饌を供える祭祀であ
る。これは一代に一度限り行われる祭祀である
が、翌年以降の毎年同日（明治６〈1873〉年
以降は大嘗祭の斎行とは異なる11月23日）に
は新嘗祭が行われこととなる。
　古代以来の新嘗祭は後花園天皇の寛正４
（1463）年から280年近く中絶した。新嘗祭
としての本格的な再興は、近世の桜町天皇の元
文５（1740）年に果たされている。
　今回紹介する神道文化学部所蔵「新嘗祭」
は、近世の新嘗祭における、主に当日の次第に

ついて記された資料である。冒頭には、寛政３
（1791）年に再建された神嘉殿の内部のしつ
らえを描いた右図を含め、清涼殿や紫宸殿など
計４点の彩色図が載せられる。本図の神嘉殿
は、宮内庁書陵部所蔵「新嘗祭神嘉殿敷設図」
などの資料とおおむね同様の構造を示してお
り、東西の間数などの構造や用法が平安時代以
来の神嘉殿とは若干異なっている。
　大嘗祭と比べて、新嘗祭に関する絵図が描か
れた資料はそこまで多く残されているわけでは
ない。正確な成立年代は不明であるが、彩色図
や朱筆が施された本資料は、新嘗祭の次第の理
解に有用といえよう。
 （研究開発推進機構ＰＤ研究員・木村大樹）

近世の新嘗祭を図入りで描いた貴重な資料

（
神
道
文
化
学
部
所
蔵
、図
下
側
が
北
）

「新嘗祭」神嘉殿図

　令和２年１月２、３日に開催される第96回東京箱根間往復
大学駅伝競走（箱根駅伝）に出場する全21チームのエントリ
ー選手16人が12月10日に発表された。10月に行われた出雲
駅伝で学生三大駅伝初優勝を果たした本学陸上競技部は、「往
路優勝、総合３位以内」を目標に掲げ４年連続13回目の箱根
路に挑む。
　13日に渋谷キャンパスで行われた壮行会では、針本正行学
長から土方英和主将（健体４）に「国学院大学の魂を襷

たすき

に乗せ
てつないでくれることを祈っている」とエールとともに古代紫
の襷が手渡された。
　前田康弘監督は「歴史を変える挑戦は終わっていない。（東
海大、青山学院大、東洋大、駒沢大と並ぶ）５強の一角に入る
までに強さを証明してくれた。オール国学院で目標を達成し、
『国学院大学ここにあり』という結果を出したい」と決意を語
ると、出雲駅伝６区で４位から逆転し優勝の立役者となった土
方英和主将（健体４）は「去年を上回る走りで往路優勝、総合
３位という目標をチーム全員で達成する」と、２年連続の５区
区間賞に期待がかかる浦野雄平選手（経営４）は「区間賞を取
ってチームの目標に貢献したい」、全日本駅伝で区間賞を獲得
した青木祐人選手（経ネ４）は「箱根駅伝は４年間の集大成。
すべてを出し切り区間賞を目指す」と意気込みを語った。 壮行会で箱根駅伝での健闘を誓う前田監督（前列左端）と陸上競技部のメンバー

針
本
学
長
か
ら
襷
を

手
渡
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れ
た
土
方
主
将（
左
）

エントリー選手一覧（敬称略）

殿地　琢朗（健体２）
夢だった箱根は戦いの舞台。
走りで貢献し喜びを分かち合
いたい。

島﨑　慎愛（経営２）
全日本１区は悔しい思いをし
た。ラストスパートの競り合
いで負けない走りを見せる。

木付　　琳（経２）
憧れの場所「箱根」で目指す
は区間５番以上。積極的なレ
ースを展開したい。

藤村　遼河（経営３）
落ち着いた走りでチームの目
標達成に向けて頑張る。

茂原　大悟（史４）
クレバーでパンチ力ある走り
で前回、全日本の悔しさを晴
らす。

土方　英和（主将・健体４）
出雲は自身学生初の区間賞だ
が、全日本は不完全燃焼。箱根
は４年間で一番の走りをする。

田川　良昌（経済３）
親への感謝の気持ちを体現で
きる舞台。雰囲気にのまれずベ
ストパフォーマンスを目指す。

高嶌　凌也（法３）
幼い頃から目標の箱根でチー
ムに貢献し満足のいく走りを
したい。

河東　寛大（神文３）
持ち味の後半の粘りで総合３
位に貢献する。

臼井　健太（健体３）
１年間たくさんの人に支えて
もらった。感謝の気持ちでチ
ームに貢献する。

浦野　雄平（経営４）
箱根こそはなんとしても区間
賞を取る。攻めの走りに注目
を。

青木　祐人（経ネ４）
４年間の集大成。納得する走
りで全日本に続き区間賞を取
る。

中西　唯翔（健体１）
全日本６区５位は最低限の走
り。１年生らしい走りで夢舞
台を駆け抜ける。

中西　大翔（健体１）
出雲、全日本はチームに貢献
できた。区間５位以内を目標
に粘りの走りを。

川﨑　康生（経営１）
箱根は大学に入学した理由そ
のもの。順位を上げる走りで
チームに勢いをつける。

藤木　宏太（神文２）
夢の舞台で自分に与えられた
役割を全うする。
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